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建
築
ブ
ロ
ッ
ク
に
着
生
し
た
モ
ズ
ク

ネ
ト
ロ
ン
ネ
ッ
ト
と

ホ
タ
テ
貝
殻
に
着
生
し
た
モ
ズ
ク

開帳

戸、

側コーセイ印刷

モ
ズ
ク
増
養
殖
試
験
の
結
果
と
合
後
の
方
向

能
登
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草
部
研
究
管
理
員
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モ
ズ
ク
増
養
殖
試
験
は
乙
れ
ま
で
に
青

森
県
附
岸
に
生
育
す
る
種
と
そ
の
分
布
、

生
活
史
、
天
然
に
お
け
る
生
態
、
人
工
種

苗
の
作
製
、

天
然
採
苗
お
よ
び
養
成
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
な
っ

て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、

青
森
県
沿
岸
か
ら
得
ら

れ
る
モ
ズ
ク
は
ナ
ガ
マ
ツ
モ
自
に
属
す
る

イ
シ
モ
ズ
ク
で
あ
り
、
本
県
で
の
生
産
対

象
で
あ
る
イ
ワ
モ
ズ
ク
や
ク
サ
モ
ズ
ク
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
ど
ち
ら
も
分
類
学
的
に

は
イ
シ
モ
ズ
ク
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
種
と

近
縁
の
食
用
種
と
し
て
は
モ
ズ
ク
、
フ
ト

モ
ズ
ク、

オ
キ
ナ
ワ
モ
ズ
ク
、
マ
ツ
モ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
オ

キ
ナ
ワ
モ
ズ
ク
を
除
く
他
の
種
は
本
県
沿

岸
に
分
布
が
見
ら
れ
、
イ
シ
モ
ズ
ク
は
本

県
の
全
沿
岸
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
海

沿
岸
か
ら
津
軽
半
島
沿
岸
を
通
り
、
大
間

付
近
に
至
る
沿
岸
と
陸
奥
湾
内
が
主
な
生

産
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
ま
し

天
然
に
お
け
る
観
察
と
室
内
で
の
培
釜

か
ら
本
県
に
お
け
る
イ
シ
モ
ズ
ク
の
生
前

史
と
人
工
採
菌
、
さ
ら
に
天
然
深
苗
の
検

討
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
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史
は
目
に
見
ら
れ
る
大
き
さ
の
無
性
世
代

と
微
小
な
大
き
さ
の
配
偶
体
世
代
と
が
位

代
交
代
し
て
お
り
、
イ
シ
モ
ズ
ク
の
本
俸

は
春
か
ら
生
長
し、

夏
に
は
成
熟
し
て
尚早

胞
子
獲
を
形
成
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
放
出

さ
れ
た
遊
走
子
は
発
芽
し
て
す
ぐ
に
モ
ズ

ク
の
体
に
成
ら
ず
に
夏
の
終
か
ら
冬
に
か

け
て
微
小
体
世
代
と
し
て
生
育
し
、
適
当

な
温
度
変
伯
宇
佐
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
複

子
嚢
を
形
成
し
、
そ
れ
よ
り
放
出
さ
れ
た

遊
走
子
が
接
合
し
て
発
芽
し
、
モ
ズ
ク
の

俸
と
な
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
工
採
苗
は
七

t
八
月
頃
成
熟
し
た
母

緩
か
ら
第

一
回
目
の
遊
走
子
採
取
を
行
な

い、

単
胞
子
高
誼
由
来
の
遊
走
子
発
芽
俸
を

培
養
し
ま
す
。
乙
れ
ら
発
芽
俸
の
成
長
お

よ
び
増
殖
、
復
子
餐
の
形
成
は
温
度
条
件

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
、
第
二
回
目
の
復
子
嚢
由
来
の
遊
走

子
採
取
が
で
き
ま
す
。
乙
の
遊
走
子
か
ら

接
合
体
を
採
取
し
て
採
苗
糸
上
で
増
殖
さ

せ
種
苗
と
す
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
遊
走

子
は
負
の
走
光
性
を
示
し
、
暗
い
方
向
へ

動
く
た
め
、
採
苗
に
は
乙
の
性
質
を
利
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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天
然
採
苗
は
各
地
先
の
研
究
会
や
普
及

員
、
地
元
の
熱
心
な
漁
協
職
員
に
声
を
か

け
、
地
先
で
の
天
然
採
苗
宇
佐
行
な
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
田
野
沢
、

元
字
鉄
、

今
別
西
部
、
佐
井
な
ど
で
そ
れ

ぞ
れ
行
な
わ
れ
、
い
く
つ
か
の
知
見
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

採
苗
基
質
と
し
て
初
め
に
建
築
用
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
と
に
か

く
モ
ズ
ク
の
付
き
を
見
る
目
的
で
、

八
月

か
ら

一
月
ま
で
毎
月

一
一回
ず
つ
水
深
二

t

五

m
前
後
の
地
点
に
設
箇
し
ま
し
た
が
、

よ
い
結
果
は
得
ら
れ
ず
、
た
ま
た
ま
ブ
ロ
ッ

ク
投
入
が
遅
れ
、

三
月
に
入
れ
た
も
の
に

生
育
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
乙
の
理
固
に

つ
い
て
は
モ
ズ
ク
本
依
に
形
成
さ
れ
る
尚
早

子
嚢
か
ら
の
遊
走
子
は
天
然
の
観
察
結
果

か
ら
確
か
に
夏
か
ら
秋
に
放
出
さ
れ
ま
す

が
、
乙
の
遊
走
子
は
微
小
世
代
に
成
長
し
、

モ
ズ
ク
俸
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
次
期
に

モ
ズ
ク
俸
に
な
れ
る
接
合
子
を
採
取
出
来

た
フ
ロ
ッ
ク
が
良
い
結
果
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後

は
元
字
鉄
や
佐
井
で
は
二

t
三
月
頃
を
め

ど
と
し
て
採
苗
基
質
の
投
入
時
期
と
し
て

い
ま
す
。

佐
井
で
は
採
苗
基
質
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
、

タ
キ
ロ
ン
ネ
ッ
ト
、
ホ
タ
テ
の
貝
殻
、
簡

伯
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
ハ
イ
ク
レ
ロ

l
プ

等
の
検
討
を
行
な
っ
て
も
ら
っ
た
結
果
、
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い
ず
れ
も
良
く
着
生
し
ま
し
た
が
、
ネ
ト

ロ
ン
ネ
ッ
ト

(
黒
色
)
で
比
較
的
良
い
生

育
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
モ
ズ
ク
養
殖
は
天

然
採
苗
に
よ
っ
て
十
分
に
種
苗
を
得
る
乙

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
は
、
天
然
採
笛
手
法
の
縫
立

と
養
成
の
方
法
の
検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、

天
然
採
苗
の
時
期
、
場
所
、

採
苗
基
質
等
は
地
先
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ

り
ま
す
し
、
更
に
、
養
成
の
場
合
に
つ
い

て
も
地
先
の
条
件
が
大
き
く
左
右
す
る
た

め
、
各
地
の
組
合
研
究
会
や
普
及
員
を

中
心
に
十
分
に
検
討
、
考
慮
し
て
モ
ズ
ク

養
殖
の
確
立
を
計
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す。
本
試
験
に
協
力
さ
れ
た
各
漁
業
協
同
組

合
研
究
会
お
よ
び
職
員
、
水
産
業
改
良
普

及
員
の
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

戸園、、

戸圃『

戸 h、、

優
良
海
藻
作
出
研
究
の
現
況

合

能
登
谷

正

:主主，同

海

草
部
研
究
管
理
員

イシモズクの生活史

海
草
部
で
は
、
昨
年
度
か
ら
パ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
仕
事
と
し
て
の
『
優

良
海
藻
作
出
研
究
』
の
名
で
マ
コ
ン
ブ
の

優
良
種
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
度

は
こ
の
分
野
で
の
最
新
の
研
究
報
告
を
整

理
し
、
本
県
沿
岸
の
コ
ン
ブ
類
の
特
性
を

調
査
す
る
と
と
も
に
組
織
培
養
J

伊
手
掛
け
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程
度
の
成
果
を
得
る
乙
と

が
で
き
、
本
誌
に
紹
介
し
ま
し
た
。

コ
ン
ブ
の
形
態
は
種
の
持
つ
特
性
と
と

も
に
、
同
じ
種
で
も
海
域
や
生
育
条
件
に

よ
っ
て
変
他
す
る
こ
と
は
普
か
ら
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
は
青
森
県
沿

岸
海
域
で
特
徴
的
な

3
海
域
、
即
ち
、

日
本
海
の
小
泊
、
津
軽
海
峡
沿
岸
の
大
問
、

太
平
洋
沿
岸
の
八
戸
鮫
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
母

藻
を
採
取
し
て
形
態
的
特
性
調
査
と
配
偶

俸
の
無
関
分
離
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
地
か
ら
の
配
偶
保
、
雄
ま
た

は
雌
を
そ
れ
ぞ
れ
交
雑
す
る
乙
と
、
さ
ら

に
養
成
、
選
放
育
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

各
地
先
で
の
必
要
と
す
る
形
態
や
性
質
を

有
す
る
藻
体
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ブ
属
以
外

，画、

の
カ
ジ
メ
属
や
他
の
コ
ン
ブ
近
縁
属
の
種

に
よ
る
雑
種
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
た
め
、

配
偶
体
の
確
保
と
無
菌
分
離
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
乙
の
交
雑
試
験
に
つ

い
て
は
、
室
内
実
験
と
し
て
少
量
の
幼
体

で
は
こ
の
数
週
間
以
内
に
で
も
結
果
が
出

ま
す
が
、
養
成
お
よ
び
選
出
臥
育
種
に
つ
い

て
は
や
や
時
間
と
手
聞
の
か
か
る
仕
事
に

な
り
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
本
県
沿
岸
の
コ
ン
ブ
類
は
も

ち
ろ
ん
、
よ
り
南
の
海
域
に
生
育
す
る

カ
ジ
メ
、
ア
ラ
メ
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
な
ど

十
数
種
に
つ
い
て
組
織
活
養
を
試
み
、
総

じ
て
暖
海
性
の
種
は
よ
く
カ
ル
ス
(
組
織

塊
)
の
形
成
が
認
め
ら
れ
た
乙
と
は
、
今

年
度
の
新
し
く
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
り
ま

す。



戸『、、

戸『、、

ア
ワ
ビ
害
敵
生
物
に
つ
い
て

海
草
部
で
は
下
北
郡
風
間
浦
村
を
対
象

に

『放
流
漁
場
高
度
制
用
技
術
開
発
事
業』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乙
の
事
業
の
目
的

は
全
国
的
な
種
苗
放
菌
に
も
か
か
わ
ら
ず

漁
獲
量
が
増
加
し
な
い
ア
ワ
ビ
栽
箔
漁
業

の
問
題
点
を
検
討
し
、
放
流
効
果
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
あ
り
、
本
県
等
五
県
が
共

同
で
『
育
成
技
術
の
検
討
』
、
『放
流
効
果

の
評
価
』
、
『放
流
手
法
の
見
直
し
』
の
各

項
目
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
特
に
ア
ワ
ビ
害
敵
生
物
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る

一
部
魚
類
及
び
底
生
性
害

敵
生
物
即
ち
、
ヒ
ト
デ
類
、
タ
コ
類
、

ェ

ビ
類
、
カ
ニ
類
、
ヤ

ド
カ
リ
類
の
出
現
状

況
と
食
害
に
つ
い
て

調
査
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
は
昨
年
十
二

月
、
本
年
六
、
七
、

九
、
十

一
月
の
計
六

回
行
い
、
五
O
m
×

一
O
O
m
(昨
年
十

二
月
は
五

O
m
×一

七
O
m
)
の
試
験
地
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図1 試験地におけるヒトデ類及びアワビ
死殻の出現密度(個体数)変化
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海
草
部
技
師

桐

慎

原

を
設
定
し
、
と
乙
に
出
現
し
た
ア
ワ
ビ
死

殻
と
底
生
性
害
敵
生
物
を
採
取
し
ま
し
た
。

乙
の
結
果
、
ア
ワ
ビ
死
殻
は
図
一
に
示

し
た
と
お
り
冬
期
に
多
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
死
殻
の
多
く
は
貝
殻
の
真
珠
層

が
鮮
明
で
肉
片
が
付
い
て
い
る
も
の
が
あ

り
死
後
聞
も
な
い
も
の
と
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
異
常
低
水
温
等
環
境
変
佑
や
貝
の

寿
命
に
よ
る
死
亡
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
死
殻
は
食
害
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
死

殻
の
殻
長
組
成
、
平
向
殻
長
と
試
験
地
に

生
息
す
る
ア
ワ
ビ
の
殻
長
は
ほ
ぼ
一
致
し

〆句、

事

" 0.1 主主
思

生国
軍ヨ
認
否3

~ 

た
た
め
ア
ワ
ビ
は
殻
長
の
大
小
に
関
わ
り

な
く
食
害
を
受
け
た
と
推
察
さ
れ
ま
す

(図
工
)
。
従
っ
て
、
放
流
サ
イ
ズ
の
大

型
伯
が
必
ず
し
も
食
害
の
低
減
に
有
効
と

な
ら
な
い
乙
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ト
デ
類
七
種
、
タ
コ
類
二
種
、
カ
ニ

類
及
び
ヤ
ド
カ
リ
類
が
試
験
地
か
ら
底
生

性
害
敵
生
物
と
し
て
採
取
さ
れ
ま
し
た

(
表
ご
。

ヒ
ト
デ
類
で
は
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
ヒ

ト
デ
、
ニ
ホ
ン
ヒ
ト
デ
、
ア
カ
ヒ
ト
デ
等

が
得
ら
れ
、
な
か
で
も
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ

は
圧
倒
的
に
多
数
採
取
さ
れ
ま
し
た
。
乙

の
出
現
時
期
の
変
他
を
み
る
と
図

一
に
示

し
た
と
お
り
死
殻
と
同
様
に
冬
期
が
高
く
、

波長 (mm)

~ 
制 10

!if 
耳E
ヨ:12日

1986 
I N =156) 

30 

30r 1986.12 
IN=246) 

(
ぷ
)
州
開
審
窓
司

~ 

さ
ら
に
冬
期
に
は
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
に
よ

る
殻
長
七

t
九

m
前
後
の
ア
ワ
ビ
の
食
害

現
場
が
観
察
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
生

殖
線
の
外
観
及
び
肥
満
度

(体
重
を
腕
長

三
乗
で
割
っ
た
値
)
変
伯
を
調
べ
た
結
果
、

試
験
地
に
お
け
る
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
繁

殖
時
期
は
八
月

t
九
月
と
推
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
乙
と
か
ら
、
ィ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
は

試
験
地
に
お
け
る
主
要
な
ア
ワ
ビ
食
害
生

物
と
考
え
ら
れ、

そ
の
駆
除
は
食
筈
の
高

く
な
る
冬
期
及
び
繁
殖
期
以
前
に
行
う
こ

と
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
い
集
は
早
く
、
採
取

後
一
t
二
カ
月
後
に
再
び
も
と
の
状
態
に

30r 1987-6-30 
IN=48 ) 

(
ぷ
)
樹
海
部
誼

30r 1987'7.24 
IN =38) 

(
市
臥
)
刷
明
感
甲
南
道

戻
る
乙
と
か
ら
、
乙
の
駆
除
は
広
範
囲
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

タ
コ
類
は
冬
期
に
十
八
個
依
及
び
八
個

体
得
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
胃
内
容
物
を
調
べ

た
と
と
ろ
、
各
々

一
個
体
ず
つ
か
ら
ア
ワ

ビ
肉
片
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
試
験
海
域

で
は
冬
期
間
タ
コ
漁
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

漁
獲
対
象
と
な
ら
な
い
小
型
の
イ
シ
ダ
コ

(多
く
は
マ
ダ
コ
と
み
ら
れ
ま
す
)
に
よ

る
食
害
も
認
め
ら
れ
た
の
で
、
乙
の
駆
除

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

カ
ニ
類
は
調
査
を
通
じ
て
ヨ
ツ
ハ
モ
ガ

ニ
が
五
個
俸
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
類
が
二
個
体

採
取
さ
れ
、
ヤ
ド
カ
リ
類
は
二
二
個
依
採

取
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
体
重
は
四

t

3011987.11'5 
{州=241l 

試験地におけるアワビ死殻時期別殻長
組成(上向)及び試験地の枠取調査から
得られたアワビ生員の殻長組成(下向)

(
ぷ
)
制
明
暗
唱
穏
笥

図2

30 

(
ぷ
〉
樹
園
地
誠
司
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十
n
y
と
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
乙
れ
ら

に
よ
る
食
害
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

魚
類
に
つ
い
て
の
調
査
は
昨
年
十

一
月

に
行
い
、
試
験
海
域
の
種
苗
放
流
場
所
に

い
集
し
た
魚
類
を
刺
網
に
よ
り
採
摘
し
、

そ
の
胃
内
容
物
を
調
べ
ま
し
た
。
乙
の
結

果
、
表
二
に
示
し
た
と
お
り
ア
イ
ナ
メ
の

み
の
胃
内
か
ら
ア
ワ
ビ
肉
片
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
乙
の
未
消
他
ア
ワ
ビ
は
各
々

一

個
体
と
み
な
さ
れ
そ
の
重
量
(
二
0
・
三

g
、
一
一四

・
二
F
)
か
ら
関
長
四

t
五
品川

以
上
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ア
イ
ナ

メ
に
よ
る
食
害
に
つ
い
て
は
昨
年
、

一
昨

年
の
冬
期
に
行
っ
た
潜
水
放
流
の
際
に
岩

盤
か
ら
転
落
し
た
種
苗
の
食
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
試
験
海
域
に
お
い
て
ア
イ

ナ
メ
は
秋
期
か
ら
冬
期
に
浅
瀬
に
寄
る
こ

と
か
ら
、
乙
の
時
期
に
種
苗
放
流
を
行
う

場
合
は
食
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
種
苗

放
流
時
に
刺
網
を
仕
掛
け
る
な
ど
排
除
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

以
上
か
ら
、
試
験
地
で
は
イ
ト
マ
キ
ヒ

ト
デ
及
び
タ
コ
類
を
積
極
的
に
駆
除
、
漁

獲
し
、
ま
た
種
苗
放
流
時
に
は
ア
イ
ナ
メ

等
魚
類
の
排
除
を
行
う
乙
と
に
よ
り
、
ア

ワ
ビ
生
存
率
を
高
め
、
放
流
効
果
の
向
上

を
図
る
と
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

巌
後
に
本
調
査
に
御
協
力
頂
い
た
下
風
呂

漁
協
家
政
組
合
長
、
丸
山
副
組
合
長
及
び
酢

谷
参
事
始
め
職
員
諸
氏
に
感
謝
し
ま
す
。

青森県水産増殖センタ ーだより第42号

戸園、

試験地における底生性害敵生物の時期別出現

~ 
1986 

1987. 6.30 9.29 11.5 12. 4 12.10 7.24 

個体数 個体数 個体数平均平均 個体数 平均平均 個体数 平均平均 個体数 平均平均
腕長体重 腕長体重 腕長体重 腕長体重

mm F 111m 苦 1IZ1IZ 9 111m 9 
イト マキヒトテ・ 1，173 776 193 48.8 45.5 248 44.1 39.0 207 54.2 51.8 309 50.9 40.4 

ヒ ト ア 55 26 19 142.6 213.0 181 108.3 88.1 2 95.5 73.5 11 81. 9 73.4 

ニ ホンヒトデ 17 23 51 166.8 313.4 12 188.8 65.4 2 1 140.0 183.5 91 189.4 414.7 

ア カヒト テ. 5 15 106.0 94.3 5 8.4 24.5 1 45 10.5 2 80.0 58.5 

=チリンヒト デ

タコヒトテa 46 52 
モミジカ.イ 40 9.7 

ユルヒトデ 120 87.4 

ミス'タ コ 13 5 8 

"' タ' コ
自 411.31 

ヨヅノ、モカ.ニ 5 12.1 

モクズガニ類 2 12.2 

ヤ ト カリ類 2 6.9 13 4.8 7 6.9 

表 i

〆圏、

戸画、

種苗放流場所い集魚、の胃内容物

種 名 全長 尾叉長 体 長 体 重 性別
生殖腺 胃内容

胃 内容物
重 量 物重量

cm cm g g g 

ク ロ ソ イ 23.1 19.2 241 不明 24.7 魚類

23.7 19.8 261 不明 30.8 マイワシ、イカ類

23.5 19.3 217 不明 8.5 魚類

26.0 21.7 307 不明 2.7 

25.8 21.3 244 不 明 。
27.2 22.7 363 不明 。
25.8 21.6 319 不 明 。
24.8 20.7 266 不 明 21.7 魚類
22.6 19.0 205 不明 22.3 魚類

23.3 19.5 240 不 明 6.4 魚類

オ ウ ゴンムヲソイ 26.2 23.3 428 雌 5.4 12.6 カニ類

22.5 18.8 262 雌 2.4 。
19.6 16.2 165 雌 0.4 1.3 カニ類

18.6 15.3 146 雌 0.5 3.1 カニ類

19.4 16.1 165 雌 2.2 5.1 カニ類、魚類

18.2 15.1 132 雌 25.8 。
16.2 13.2 92 雌 0.1 0.9 カニ類

15.1 12.3 77 雌 0.2 1.1 也三題

表 2-1 

.-_ 
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，，-、、

，曲、

戸画、

種苗放流い集魚、の胃内容物

種 名 全長 尾文長 体長 体 重 性 別 主殖量易皇室 胃 内 容物

cm cm 
6品 3.g 2 36.g 5 エゾイソアイナメ 35.7 31.7 雌 魚類

30.5 567 雌 3.6 34.0 魚類

29.5 26.0 330 雌 1.7 22.8 魚類

32.2 28.1 400 雌 2.7 。
29.0 372 雌 2.7 。

29.8 25.7 279 l雌 1.8 。
29.6 25.7 260 雌 1.9 。
26.2 22.6 168 雄 0.6 7.1 魚類、端脚類

25.2 154 雌 0.8 。
21.3 18.7 71 不明 0.6 甲殻類

19.0 16.5 63 不明 1.2 甲殻類

ア イ ナ メ 37.0 32.8 672 雌 8.8 21.3 アワビ、端脚類

37.0 32.7 761 雌 80.2 27.4 アワビ、カニ類

ク シ メ 28.8 25.0 384 雌 34.0 7.3 多カヨ毛ニコ類類エ、ビ類夕、ンゴム シ煩
23.9 20.5 207 雄 2.3 1.3 

アサヒ アナハゼ 14.8 12.8 36 雌 1.0 0.3 端脚類

キスカ ジカ 25.5 23.5 319 雌 15.2 2.9 カニ類

24.5 20.4 236 雄 2.3 6.4 カニ類

24.8 21.3 236 雄 1.9 33.8 魚類、カニ頬、端胸噸

28.5 25.0 441 雌 21.8 3.7 魚類

32.4 27.8 630 雌 13.5 。
35.6 31.2 1，420 雌 107.3 。
23.5 21. 2 239 雌 6.7 1.2 カニ類

ケムシカジカ 25.3 21.3 

-'" ロ 16.2 13.3 69 雄 1.6 4.4 カニ類

マコガ レイ 36.0 29.8 725 雌 。 。
23.7 19.8 170 雌 0.8 。

表2-2

戸画、戸
ワ
ビ
大
型
種
マ
タ
カ
に
つ
い
て

5頁

志

貝
類
部
総
括
主
任
研
究
員

)11 

人

(
久
六
島

の
マ
ダ
カ
)

日
本
海
河
合
の
久
六
島
に
は
ア
ワ
ビ
大
型

種
の
マ
ダ
カ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
久
六

島
は
深
浦
港
か
ら
西
南
西
約
二

0
マ
イ
ル

附
近
に
位
置
し
た
対
馬
瞳
流
が
直
接
あ
た

る
岩
礁
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
通
称
「
上
の
島
」

「下
の
島」

「
ジ
プ
の
島
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

。

上

の

島

三
島
の
う
ち
巌
も
大
き
く
東
西
四

o

m
、
南
北

一
五
m
、
標
高
五

m
で
中
央

に
昭
和
三
四
年
完
成
し
た
久
六
島
灯
台

が
あ
り
ま
す
。

0

下

の

島

上
の
島
の
東
方
に
あ
り
ほ
ぼ
円
形
で

直
径

一
O
m
、
標
高
二
・
五
m
で
あ
り
、

三
つ
の
突
出
部
分
が
あ
り
ま
す
。

。
ジ
ブ
の
島

上
の
島
の
南
東
に
位
置
し
下
の
島
よ

り
や
や
大
き
い
で
す
。

三
つ
の
島
は
い
す
れ
も
大
波
に
よ
り
完

全
に
水
を
か
ぶ
る
。
ま
た
、
島
の
周
辺
は

水
深
が
急
激
に
深
く
な
り
海
底
地
形
が
複

雑
に
か
つ
起
伏
に
富
ん
で
い
る
乙
と
か
ら

海
藻
類
が
繁
茂
し
ア
ワ
ビ
類
の
格
好
の
棲

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

久
六
島
に
は
マ
ダ
カ
以
外
に
メ
ガ
イ
、

ク
ロ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど
の

ア
ワ
ビ
類
が
み
ら
れ
ま
す
が
マ
ダ
カ
は
最

も
大
型
で
殻
長
二
四
仰
に
達
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
マ
ダ
カ
の
背
面
は
著
し
く
高

く
盛
り
上
が
り
呼
水
孔
も
高
い
。
ま
た
、

足
の
裏
の
色
は
淡
褐
色
で
肉
質
は
柔
か
く、

上
足
突
起
が
単
純
な
た
め
葡
冨
速
度
が
遅

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

(種
苗
生
産
)

増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
昭
和
五
九
年
以
降
久

六
島
の
親
貝
を
使
用
し
て
マ
ダ
カ
種
苗
生

産
に
取
り
組
み
若
干
の
稚
貝
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

種
苗
生
産
過
程
は
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
と
同
様

な
方
法
で
可
能
で
す
が
、

産
卵
誘
発
時
に

は
マ
ダ
カ
親
貝
が
大
型
で
あ
る
た
め
付
着

力
が
強
く
な
か
な
か
剥
離
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
麻
酔
剤
を
使
用
し
ま
す
が
麻

酔
か
ら
の
回
復
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の

で
め
ん
ど
う
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

マ
ダ

カ
稚
貝
は
室
内
で
管
理
さ
れ
る
た
め
貝
殻

表
両
は
緑
色
に
な
り、

殻
長
二
O
棚
ご
ろ

か
ら
マ
ダ
カ
の
特
徴
で
あ
る
殻
高
、
呼
水
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クロ
・殻は長楕円でやや幅が

広い。

-殻の表面は平ら。

メガイ ・殻は幅広く、 円味がある。

・呼水孔は低い0

・殻には放射状の筋がある。

青森県水産増殖センターだより第42号

マダカ・ 最も大型。
・殻は高〈膨れている。

-呼水孔が突き出ている。

久
六
島
灯
台

間
連
続
し
た
時
点
で

試
験
個
体
の
七
五
%

が
死
亡
し
ま
し
た
。

一
方
、
マ
ダ
カ
の
雄

と
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
雌

で
交
雑
種
を
つ
く
り

交
雑
種
の
低
温
耐
性

を
同
時
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、
交
雑
稚
貝
も

六
℃
以
下
に
な
っ
た

時
点
で
死
亡
個
依
が

出
現
し
、

六
℃
以
下

の
水
温
が

一
五
日
間

連
続
し
た
時
点
で
試

験
個
体
の
三
O
%
が

死
亡
し
ま
し
た
。

青
森
県
日
本
海
沿

岸
の
冬
季
閣
の
水
温

の
う
ち
連
続
し
て
六

℃
を
下
廻
る
日
数
は

平
年
で
三
日
で
す
が

異
常
低
水
温
の
出
現

し
た
昭
和
五
九
年
に
は
二
δ
日
間
も
あ
り
、

沿
岸
域
で
の
マ
ダ
カ
は
厳
し
い
水
温
環
境

下
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
エ
ゾ
ア

ワ
ビ
と
の
交
雑
種
は
マ
ダ
カ
よ
り
低
温
に

強
い
も
の
の
六
℃
以
下
に
な
る
と
死
亡
個

体
が
出
現
す
る
乙
と
か
ら
日
本
海
沿
岸
の

冬
季
聞
の
水
温
環
境
下
で
は
生
存
が
厳
し

く
、
ま
だ
ま
だ
改
良
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

~.島

4ヒ

孔
の
高
い
個
俸
が
出
現
し
ま
す
。

(低
温
耐
性
)

マ
ダ
カ
は
瞳
海
性
の
生
物
で
あ
る
た
め

低
水
温
に
弱
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

工
種
苗
マ
ダ
カ
稚
貝
を
使
用
し
て
室
内
で

低
温
耐
性
を
調
べ
た
と
こ
ろ
マ
ダ
カ
稚
貝

は
六
℃
以
下
に
な
っ
た
時
点
で
死
亡
個
体

が
出
現
し
、

六
℃
以
下
の
水
温
が

一
五
日

戸画、

，ー・、

戸圃、、

せ
ん
。(

マ
ダ
カ
稚
貝
の
放
流
)

日
本
海
沿
岸
域
に
お
け
る
マ
ダ
カ
の
成

長
と
越
冬
を
確
認
す
る
た
め
昭
和
六
二
年

九
月
深
浦
町
大
岩
地
先
に
マ
ダ
カ
稚
貝
を

放
流
し
ま
し
た
。

放
流
に
あ
た
り
、
地
元
深
浦
漁
業
協
同

組
合
の
ご
協
力
で
ヒ
ト
デ
駆
除
を
徹
底
し

て
行
い
、
放
流
方
法
も
食
書
生
物
か
ら
の

攻
撃
を
少
な
く
す
る
た
め
に
ホ
タ
テ
ガ
イ

貝
殻
に
マ
ダ
カ
稚
貝
を
付
着
さ
せ
て
潜
水

夫
が
海
底
に
敷
設
す

る
万
全
の
方
法
を
と

り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
放
流
時
に
死
亡

し
た
個
体
は
少
な

か
っ
た
が
魚
類
、
特

に
キ
ュ
ワ
セ
ン
と
ア

イ
ナ
メ
稚
魚
の
攻
撃

が
み
ら
れ
室
内
育
ち

の
マ
ダ
カ
稚
貝
は
過

保
護
に
育
っ
た
せ
い

か
簡
単
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
出
冊
子
が
観

察
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
放
流
後
の

追
跡
調
査
中
で
す
が

放
流
か
ら
二
ヶ
月
経

過
し
た
時
点
で
の
平

均
培
殻
長
は
三
・
六

，園、

仰
で
あ
り
一
順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
放
流
後
の
移
動
は
放
流
地
点
か
ら
一

o
m
以
円
で
あ
り
、
大
半
は
二

m
以
内
に

い
ま
す
。

乙
れ
か
ら
海
水
温
が
低
下
す
る
冬
に
向

か
う
わ
け
で
す
が
タ
コ
の
食
害
に
合
い
ま

せ
ぬ
よ
う
に
、
冬
の
荒
波
で
飛
ば
さ
れ
ぬ

よ
う
に
、
低
水
温
が
来
な
い
よ
う
に
な
ど

と
気
づ
か
い
な
が
ら
来
春
の
海
底
で
の
再

会
ま
で
無
事
に
育
っ
て
く
れ
る
事
を
祈
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
ダ
力
稚
貝
の
放
流


